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【共催】人文社会科学系国際共同研究拠点・生命科学系国際共同研究拠点 

捏造の構造分析  
科学論文の捏造の背景を分析する 

西川伸一 （オール・アバウト・サイエンス・ジャパン代表理事） 

２０１４年の小保方論文捏造事件は日本中を巻き込んだ大騒動になった。 

大山鳴動が、研究倫理徹底という想像力の欠落した結論で終わってしまったこの
事件を通して、我が国が、科学者社会、文科省、そしてメデイアの全てに大きな
問題を抱えていることを私は実感した。 

科学論文の捏造の背景の分析について紹介するとともに、では何をすべきか提言
したいと考えている。 

ヒト胚研究の倫理 
人の生命は何か？ それはいつ始まり、いつ終わるか？ 

町野朔 （上智大学名誉教授） 

私自身は、人の生命は受精によって始まり、死亡によって終了すると考えている。 

ヒトES細胞研究の倫理性は「ヒト胚の倫理的地位」に関するものであり、Pro-Life 

vs. Pro-Choiceの対立の中で、国際的に大きな問題であった。しかし、日本では人の
生命は何か、それはいつ始まり、いつ終わるかについての確たる考えがなく、ある
いは、それは問題を考える上では不要な議論であるという考え方があり、議論は低
調であった。不明確な人の命の外延、「おぼろな境界線」の特徴は、各種先端研究
の規制法や指針の成立過程に現れている。 
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サイエンスの日々めまぐるしい進化に、 

人の心は追いついているのだろうか。 
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『ヒト由来試料の研究利用』 

町野朔、辰井聡子著 
上智大学出版 

『バイオバンク構想の法的・ 

町野朔、雨宮浩著 
上智大学出版 

倫理的検討』 

『不死細胞ヒーラ 

レベッカ・スクルート著 中里京子訳 
講談社 

ヘンリエッタ・ラックスの永遠なる人生』 

『生命倫理の希望』 

町野朔 
上智大学出版 

 開かれた「パンドラの箱」の30年』 

『生と死、そして法律学』 

町野朔著 

信山社 
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